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【目的，方法】アトピー性皮膚炎（以下AD）は
日常診療上，高頻度に見られる疾患でありながら
その病因や病態については明確でない部分が多く，
特に1型アレルギーの関与の仕方については様々
な報告がなされており，又，諸家の提唱する診断
基準に見られるように種々の特徴的所見，性質，
反応を示す。今回我々は当科アレルギー外来受診
中のAD患者120人について年齢，性別，特徴的
臨床症状，血液学的検査，皮内テストなどを調査
し，素因的，臨床的，免疫学的項目に分類，整理
することにより，それらがADの病因，病態にお
いて何を反映しているのかを検討した。対象の平
均年齢は21．1才，5才以下は除外。素因的項目と
して本人における喘息，アレルギー性鼻炎，尊麻
疹，アレルギー性結膜炎の4疾患集積率，免疫学
的項目として各種血液検査，即時型皮内反応陽性
率。臨床的項目として罹病期間，重症度，季節変
動，発汗異常，特徴的臨床症状とした。尚，即時
型皮内反応陽性率について8年前の患者層との比
較をしその遷移をみた。
【結果】各項目において特徴的臨床所見との関わ
りが見られたものの一部を以下に示す。素因的項
目：Hertoghe’ssign，手掌のhyperlinearity。
免疫学的項目・IgE（RIST）値：関節窩苔癬化，
思切れ。臨床的項目・重症度：Hertoghe’ssign，
関節窩苔癬化，白色皮膚描記症など数項目。下図
に皮内反応陽性率の遷移を示す。
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【目的】アトピー性皮膚炎（AD）の皮内テスト
におけるLPRを以下の観点，方法にて検討した。
【方法】LPRの1）陽性判定基準。2）免疫組
織学的所見。また，患者を即時型皮内反応（IR）
とLPRの有無により，共に陽性，陰性，片方のみ
陽性の4群に分類し，3）臨床型，重症度，諸検
査値との関連。4）その治療内容（減感作療法な
ど），経時的変化とLPRの変動。
【結果】1）皮膚反応面積12　nn2以上を陽性とす
るのが妥当と思われた。2）LPR陽性群では海
綿状態，表皮肥厚，表皮内細胞浸潤が見られ，浸
潤細胞における数種のリンパ球表面マーカー陽性
細胞の割合がLPR陰性群に比べ高かった。また
LPR陽性群のみならず，陰性群でも旧型アレル
ギーを示唆する組織所見が観察された。3）環境
抗原を中心にIgE　RASTとIR，　LPR共に陽
性群とに相関が見られた。4）IRでは経過によ
る変動の報告がなされているが，LPRも一部症
例で経時的変動がみられた。
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